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O.はじめに

インド初期珠伽行派に属する文献である T中辺分別論.!(Madhyantavibhaga: MA V)第4章

「対治修習品J (Pratipak号abhavana-pariccheda)では、第 1I誌に先立つ「論の綱要J

(Sastrasarira)によって示されたように、「対治修習」、「対治修習の分位」、「果の獲得」とい

う修習に関する三項目が、全18備をもって説かれている。他方、 MAV第1章「相品」におい

ては、「慮妄分J.lrJJと「空性」というこつの重要思想を基盤として、虚妄分別と二取との密接

な関係の上に成り立つ、 MAVの特徴的な三性説が明らかにされた。この第 1j主「キ目品」で説

かれた瑞伽行派の哲学的理論的側面を受けて、第4章では、実践的側面にあたる瑞伽行派の伝

統的修道論が展開されていく。これまで、諸研究者によって MAVに関する研究が為されて

きたが、この第4章に特化した研究はほとんどない。
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したがって、本研究では、 MAV第4章「対治修習品」及ぴ安慧 (Sthiramati，ca. 510-570) 

による注釈、すなわち『中辺分別論釈疏J (Madhyanfavibhagaflka: MAVT)の精読を通して、

山口 [1934J(以下Y)のテキスト再校訂を試みると同時に、同章に説かれる三十七菩提分法

を初めとする稔伽行派の修道論体系について検討する。

1. r中辺分別論』について

MAVは、弥勃 (Maitreya，ca. 350-430)の五部に数えられ、弥勅によって説かれた思想を

無著 (Asanga，ca. 395-470)が語り手として伝えた本備に、|止親 (Vasubandhu，ca. 400-480)が

注釈を施したとされている。また、安慈による復注もサンスクリット!京典及ぴチベット訳で伝

わっている。

本論の題名に関しては、弥勅本備では「中を弁別する論 (madhyavibhagasyasastratp) Jで

あるといい、それを世親は「中と辺とを弁別する〔論)(madhYantavibhagam) J と注釈してい
① 

る。全体の構成は大きく分けて、七つの主題によって構成されている。サンスクリット原典及

びチベット訳では、(1)相品 (2)陣品 (3)真実品 (4)対治修習品 (5)無上乗品の全5章からなるが、

一方玄奨訳では、その第4章をさらに「対治修習品J、「修住品」、「得果品」の三つに分け、全

7章(品)からなるとしている。この章構成について、山口 [1935Jでは、サンスクリット原

典及ぴチベット訳に準じた「七義五品」と、玄笑訳に準じて第4章を(4)対治修習(5)対治修習の

分位(6)果の獲得の三つに区分し、七義をそのまま全7章に対応させた、「七義七品J というこ
@ 

種の構成のあり方を示唆している。さらに、真諦訳に見られる七義五品を意識した七義七品に

も言及している。同氏の研究以来、 MAVの文献研究は長尾氏による MAVBhの校訂を初め

として著しく進展したが、この章構成に関する検討はこれまでほとんど為されてこなかった。

この問題について、以下に検討を試みる。

まず、サンスクリット原典では、 MAVBhのNa、Ta、MAVTのY、Paいずれも、 (1)対

治修習の内容の下に(2)分位と(3)果の獲得が論じられるものとし、三義を一つにまとめている。

そして、 (3)果の獲得の最後に総義 (pIl:.u;lartha)を置き、七義五品の構成としている。チベット

訳でも、世親釈・安慧釈ともにサンスクリット本の構成に従い、七義五品の構成としている。

しかし、漢訳には相違が見られ、玄英訳では、第4章に当たる三義を一つ一つ独立したものと

捉え、七義をそのまま七品とする構成を示している。一方、真諦訳では、章の構成としては玄

笑訳と同様に七義七品をとり、第四対治修住品、第五修住品、第六得巣品としているが、党蔵

のように三義に対する総義を第六得果品の後に説いている。さらに、その総義の終わりに「第
@ 

四に三品がある」と示し、三義(品)をまとめて第四品とする痕跡も残している。

このように、全体の章構成を検討する上で、現存の文献から考えられ得る構成方法として、
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党J歳に準ずる七義五品型、真諦訳に見られる五品七品混成型、玄突訳に準じた七義七品型の三

種がある。どの類型が妥当であるかを検討するにあたっては、七義中の(4)対治修習(5)対治修習

の分位(6)呆の獲得の三義各々の相関・同果関係に注目すべきである。

また、 MAVTr論の綱要」の安慧釈では各義を説明する文脈の中で以下のように説かれて

いる。

所対治を滅するために〔対立物を治すものが〕対治であり、それは道である。それを習行

することが「修習」である。「分位」とは、まさにそれ(修習)が述統して生じる段階

(vi~esa) のことである。また、それ(分位)は種姓t立を初めとして十九種ある。「得巣」

とは、果を得ることである。それは異熟果を初めとして十五種ある。「無上乗」とは、「こ

れによって行く」ということから来である。また乗であって無上なるものであるから、無
④ 

上乗である。またそれは行無上を初めとして三種ある。

この安慈の注釈部分を見る限り、七義七品の可能性を消し去るのは議論の余地があるのでは

ないかと考えられる。しかし、ここではサンスクリッ卜原典、 Y本、チベット訳及ぴ安慈釈に

従って、全5章として論を進めたい。

1.1第4章「対治修習品」について

第41在「対治修習品」の内容・位置付けに関して、 MAVTr論の綱要」で司は各義品の11眠序

を説明する筒所で、以下のように述べられている。

次に、その〔第3r真実J という〕所縁によってその〔第2qf.titJ) を加行をもって減滅

する。それ(加行)が〔第 4)r対治修習」であると知られるべきである。その後に、「対

治修習」には、所対治の断滅と対治の増大によって種姓位などの分位があることが知られ

るべきである。その後に、出世間法が現前するのは諸々の果〔の獲得〕であり、〔それら

は〕預流果などであると知られるべきである。また、これら一切は有上であるから、菩薩
@ 

たちにとって声附などと共通である。経に「その出家者(菩薩)は、声聞の修学、法儀、

行境、現行を学ぶ。また独党の修学、法儀、行境、現行を学ぶ。また、 337薩の修学、法儀、

行境、現行を学ぶ」と説かれているように。そして、諸々の菩薩にとって無上〔義〕は
@ 

〔二乗と〕共通でなく、第七義は無上〔義〕である。

ここで述べられているように、第 4章「対治修習品」における、(1)対治修習、 (2)対治修習の
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分位、 (3)呆の獲得は、有上であり、声聞などの二乗と共通して菩薩も修することが明示され、

二乗が修することのない菩薩独自の行は第5章「無上乗品」において説かれる、とされている。

さらに統いて r(降を〕断滅する方便を示すために、その後に随行を有する対治があり、〔それ

は〕道であ2」と述べられる。すなわち「対治修習品」と「陣品」との関係について、「陣品」
の内容を所対治とする、能対治としての「道」すなわち三十七菩提分法が「対治修習品J の主

題とされているのである。

また、 MAVBh第4章の冒頭においても、章の名称となっている「対治修習」とは「三十

七菩提分法の修習」であり、修習すべき対治とは三十七菩提分のことであると示される。続く、

第 1偶より四念処を初めとする三十七菩提分法の各々の解説が為されていく。

次項では、(1)対治修習以外の、 (2)対治修習の分位及び(3)果の獲得について、内容を概観して

おく。

1.1.1対治修習の分位

「対治修習Jの次に、「それ(対治修習)における分位J (tatravas出盃)が説かれる。世親釈で
⑧ 

は、その「対治修習の分位J は全十八種あり、その内訳を示すと以下の表の通りである。

十八分位 世親釈 分位の要約の分類⑨ 

(1)因位 仏陀の種姓に属する者 ①能力を具えた位 (③不浄位)

(2)入位 菩提へ発心した者 ②行が起こされる位 (③" ) 

(3)加行位 行果の得られていない者 ② " (③" ) 
(4)果位 行果が得られた者 ④不浄かつ清浄の位

(5)有所作位 有学の者 ④ " 
(6)無所作位 無学の者 ⑤清浄の位

(7)殊勝位 神通などの徳を具えた者 ⑥荘厳を具えた位

(8)有上位 菩醸の地に入った者 ⑦遍満の位

(9)無上位 仏陀となった者 ⑧無上なる位

(10)勝解行位 勝解行地 ③不浄位

(日)証人位 第一歓喜地 ④不浄かつ清浄の位

(12)出離位 第二~七地⑬ ④ " 
(13)受記位 第八不動地 ④ " 
(14)弁説位 第九善慈地 ④ " 
(1日潜項住 第十法雲地 ④ " 
(16)証得位 法身 ⑧無上なる位

(1司勝利位 受用身 ⑧ " 
(18)成所作位 変化身 ⑧ " 
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表中の(1)-(9)は、「対治の修習」における三来に共通の三十七菩提分法の修滑に対応した、

三乗に共通の分位である。それに続く(10)-(18)は、修留における所縁、作意;及ぴ得られた果であ

る浬繋のあり方が二乗に対して勝れているとされる、菩薩にとっての十地に基づく分位となっ

ている。

さらに、!止親釈及ぴ安慈釈の第15偽に対する注釈の中では、イ・八分位を不浄、不浄かつ消浄、

清浄の三種に分類している。世親釈では、(1)-(3)が不浄、 (5)が不浄かつ清浄、 (6)が清浄、と簡

潔に示すのみだぷ、安怒は十八分位全体にわたって分類していZ。
まず、(1)-(3)(10)の諸々の分位は法界に対する汚れが全く減せられていないから、不浄に分類

される。続いて(4)(5)(7)(8)(11)-(15)の諸々の分位は、法界に対する煩悩がすでに減せられたものと、

まだ減せられていないものの問者が存在しているから、不浄かつ清浄に分類される。そして、

(6)(7)(9)(16)-{l8)の分位は煩悩が残りなく減せられているから、清浄に分類される。

l.l.2果の獲得

「果の獲得J では、呆が二つの分類によって説かれている。第一は、普・ (kusala) に関する

五種の果であり、(1)普の器となること (bhajanatva)、(2)器であることの支配力 (adhipatya)

によって善がより勝れたものとなること、 (3)過去に普を繰り返し修習することで善を喜ぶこと

(ruci)、(4)現在に普-法を繰り返し修習することで普般を成長させること (kusa)amulaparip時ti)、
⑬ 

(5)降客を断滅しで清浄 (vIsuddhi)であること、である。

また、これらの五種の果は五果説によって解釈され、それぞれ順番に(1)異熟果

(vÎpãka-phala) 、 (2)増上果 (adhipati-pO) 、 (3)等流巣 (ni~yanda-pO) 、 (4)士用果 (puru号akãra-pO) 、
⑬ 

(5)離繋果 (visal!lyoga-pO)に対応している。

第二の巣の分類は、前述の「対治の修習の分位」における十八分位のうち、特に三釆に共通

する分位として挙げられていたものに対応関係が見られる十種の果である。その内訳及び対応

関係、を示すと以下のようである。

十種の果 対応する分位

①後がより上位となる果 (uttarottra-pO) 

②最初の果 (adi-pO) (4)果位

③繰り返し習う呆 (abhyasa-pO) (5)有所作位

④完成に達した果 (samapti-pO) (6)無所作位

⑤悶に随順する果 (anukulya-pO) 

⑥対立することの果 (vipak~a-pO) (4)果位
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⑦束縛から離れた果 (visarpyoga-pO) (5)有所作・ (6)無所作位

⑧勝れた果 (vis白a_pO) (7)殊勝位

⑨より上位の果 (uttara-pO) (8)有上位

⑬無上なる果 (anuttara-pO) (9)無上位

2.三十七菩提分法について

上述のようにMAV第4章では、修習に関する項目が三つに分けられ、そのうちの第一の

項目「対治修習J (Pratipak~abhãvanã) において、三十七菩提分j去の細目が説かれている。三

十七菩提分法は、初期仏教以来、脈々と受け継がれ修されてきた修行方法の一つであるので、

菩薩のみならず声聞・独党も修するものであり、大乗に特有の修行方法ではない。

三十七菩提分法 (saptatrirpsadbodhipak~adharma) は、通常、四念処 (catvãri smrtyupa-

sthanani)、四正勤 (catvarisamyakprahat:tani)、四神足 (catvararddhipadal))、五根 (panca

indriyat:ti)、五力 (pancabalani)、七菩提分 (saptabodhyangani)、八正道 (a持amargangani) 

を数え、悟りに至るための助法 (bodhipak~a) をいう。三十七菩提党分、三十七道品などの別
⑬ 

名でも呼ばれる。それら七種の細目は以下のようである。

(1)四念処 (四念住)

(2)四正勤 (四正断)

(3)四神足 (四知意足)

(4)五根

(5)五力

(6)七菩提分

(7)八正道

身不浄・受苦・心無常・法無我

断断・律儀断・随護断・修断

欲神足・勤神足・心神足・観神足

信・勤・念・定・慧

信・勤・念・定・慧

念党支・択法党支・勤党支・喜党支・軽安党支・定党支・

捨党支

正見・正思惟・正語・正業・正命・正精進・正念・正定

これら各項目は本来個別に初期仏教の段階から重要な教説として説かれたものである。初期

経典の随所にこの修行方法は数多く説かれているが、その多くが四念処の理解を中心に解説が

なされており、それが諸部派にも受け継がれている。代表的なものとしては、『相応部

(Sa1?lyuttanikaya: SN).n第5章「大品 (Mahavagga)Jが挙げられ、そこでは、三十七菩提分法

の各支分及ぴ修行道における重要な教説が示されており、目次として列挙されているが、順序

は多少異なってい2。
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⑫ 
他にも、 r恵一阿合経』や r大般i旦繋経』などにも説かれている。その後、三十七菩提分法

は r法瀦足論』を初めとする初期アピダルマ諸論書、さらには r婆沙論」や r倶舎論』
@ 

(AbhidluzYnωkosabha$ya: AKBh) によって、体系化されていく。そして、その体系が大乗にも

取り入れられ、二乗の_f:tこ位置づ‘けられた職伽行派の菩薩道に組み込まれていくのである。

2.1三十七菩提分法解釈におけるアビダルマと球伽行派の相違

アピダルマにおける三十七菩提分法は『法権足論』を初めとする初期有部論者を示けて最終
@ 

的にAKBhにまとめられ、体系化されている。 AKBhにおける三十七菩提分法については、

近年では岸 [2013Jによって詳細な考察が為されている。これを基に以下、伝統的修道体系に

組み込まれた三十七菩提分法修潤のプロセスを諸論書の当該箇所によって検討していく。

まず、 AKBh 第 6~ r賢聖品」では、三十七菩提分法を伝統的修道階梯である三賢 (JI因解脱

分)、四善根(JI国決択分)、見道、修道に対応させて論じている。

これら〔三十七〕菩提分〔法〕のどれがいずれの分位において強力となるのか。

初〔業〕・順決択分において、修〔道〕において、及び見〔道〕において順次に七類が

〔強力となる)0(VI. 70) 

(1)初〔業〕位においては、身体などを観察するために、〔四〕念処が〔強力となる)0(2)媛

〔位〕においては、〔より〕勝れた証得によって勤が増長するから、〔四〕正勤が〔強力と

なる)0(3)項〔位〕においては、退失することのない善根によって〔次の忍位への〕趣入

があるから〔四〕神足が〔強力となる)0 (4)忍〔位〕においては、再ぴ退失することがな

く増上を得ているから、〔五.)根が〔強力となる)0 (5) (世〕第一法(位〕においては、煩

悩によって屈服させられることはないから、あるいは、他の世俗的な法によって屈服させ

られることはないから、〔五〕力が〔強力となる)0(6)修道においては、菩提に近いから、

〔七〕菩提分が〔強力となる)0 (7)見道においては、行くこと (gamana) に関して強力と

なるから、〔八〕聖道が〔強力となる〕。これは速やかに行くからである。けれども、数に

よる順序によって規定するために、先に七〔菩提分〕が説かれ、後に八〔聖道〕が〔説か

れている〕。その中で、択法党支は菩提であり、かつ菩提分である。正見は道であり、か
@ 

つ道分である。〔以上のように〕諸々の昆婆沙師は〔言う〕。

この AKBhにおいて昆婆沙側説とされる解説を見ると、それぞれ修道階梯との対応関係は
@ 

以下のようになる。
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初業位(順解脱分) ー-J> 四念処

ーー参 四正勤

項位 (順決択分) 一+ 四神足

忍位 砂 五根

世第一法位 一争 五力

見道 ー+ 八聖道

修道 ー-l砂 七菩提分

続いて、その直後に説示される「他説」すなわち世親の自説と見なされる記述では以下のよ

うに解説される。

また、他の者たちは、〔修道階梯の〕次第を破壊することなく、〔三十七〕菩提分〔法〕の

順序を説明する。まず初めに、多種の対境に対して散乱・拡散する党知を抑制するために、

〔四〕念処が〔強力となる)0r(これら四念処は〕心を繋ぎ止めるものである。乃至食着を
@ 

依り所として記憶を想起することを排除するためである」と経中に説かれているからであ

る。〔次に〕その〔四念処〕によって勤が増長するから、四種の為すべきことを遂行する

ために、正しく心を保つ故に、〔四〕正勤が〔強力となる〕。それから、三昧を浄化するこ

とによって、〔四〕神足が〔強力となる)0(続いて〕三味を依り所として、信などは出世

間法の増上〔縁〕となる〔から〕、〔五〕根が〔強力となる〕。そして、その同じ所対治の

現行が克服されている〔場合〕は、〔五〕力である〔から〕、〔五力が強力となる〕。見道に

おいては、〔七〕菩提分が〔強力となる)0 (なぜなら〕最初に法の真実を観ずるからであ

る。両〔道〕においては、〔八聖〕道分が〔強力となる〕。すなわち、〔経中に)r実に、八

聖道支が修習を完成するとき、四念処が修習を完成し、乃至七菩提分が〔修習を完成す

る)Jと説かれる。さらにまた、「如実の言葉を語るというこれは、比丘たちよ、四聖諦の

醤l取である。比丘よ、来た通りの道で帰るというこれは八聖道の饗喰である」と説かれる。

したがって、八聖道は両〔道〕において認められるべきである。〔以上のように、三十七
@ 

菩提分法の〕次第は確定する。

世親の説では、四念処~五力までは順序の説明のみに終始しており、具体的な修道階梯との

対応関係はあえて触れられていない。しかし、七菩提分・八聖道においては、まず、見道にお

いて七菩提分、そして見道・修道両方において、八聖道が修習されることが示されている。
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(初業位) ()I民解脱分) -+ 四念処

ー+ 四正勤

(項位) ~ (11関決択分) ー・9惨 四やl'足

(忍位) -l・ 五根

(世第一法位) ー-l・ 五.力

(見道) 一+ 七菩提分・八聖道

(修道) ー→ 八聖道

一方、初期喰伽行派の文献である『聡伽師地諭』本地分「声聞地J (Sravakabhumi: SBh)の
@ 

解説を見ると、まず、五力の解説の後、五根と五力を合わせて、四善根との対応関係を論じる

箇所がある。それを以下に示す。

彼(修行者)はこれらの〔五〕根と〔五〕力を修練し、修習し、多修することによって、

順決択分における上・中・下の諸普栂を起こす。それはすなわち、媛〔位〕、項〔位〕、諦

に順ずる忍〔位〕、世第一法〔位〕である。

例えば、まさに、火によって火の所作を為そうとするある者が、火を求めて乾木 (ad・

hararani)の上に引火木 (arani)を置いて、摩擦しながら耐え忍ぴ、勤しみ、精進する。

その者が、耐え忍ぴ、勤しみ、精進すると、その最初に乾木に熱が生じる。またその熱は

高まりながら、上昇する。〔熱は〕一層高まり、炎のない火を発生させる。火が発生した

のと同時に、まさに炎が生じる。炎が発生し、生じ、起こるにしたがって、〔彼は〕火の

所作を為すことになる。〔火を起こそうと〕摩擦することに努力するように、そのように

五根の修習があると見なされるべきである。最初にi吃木によって媛〔という熱〕が起きる

ように、そのように媛が〔起きる〕と見なされるべきである。〔媛は〕先行する諸岡であ

り、火の中にある煩悩を焼き尽くす無漏法を生起するためにある。まさにかの媛〔という

熱〕が上昇するように、そのように項があると見なされるべきである。煙が現生するよう

に、真実に順ずる忍があると同様に見なされるべきである。炎のない火が発生するように、

そのように世第一法があると見なされるべきである。その直後に炎が生起するように、そ

のように出世間の有漏法があると見なされるべきである。それらは世第一法に摂められる

五根(五万)の直後に生起する。
@ 

SBhでは、四念処から四紳足を修道階梯に対応させて解説する文脈は見られず、また、初

業位に関する記述も見られない。ここでは、火の生成の喰えを用いて、媛・項・忍・世第一法
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のそれぞれの分位を表現している。まず、摩擦によって生じる熱を媛位として示し、その熱の

温度上昇の最大値を項位と示している。さらに、その温度上昇によって生じる煙を忍位として、

そして、炎のない火、すなわち炎として顕現する直前の状態を世第一法位として示している。

彼は、その時に初めに〔七〕菩提分を得て、有学の者で見位のものとなる。〔そこで〕彼

にとつて見所断の諸
@ @ 

らを断滅するために、三離の八聖道分を修するのである。

このように、七菩提分を得るのは見位、すなわち見道においてであり、そこで見所断の煩悩

が断滅され、残る修所断の煩悩は修道において八聖道を修することによって断滅することがで

きるとされる。以上のような SBhにおける三十七菩提分法と修道階梯の対応関係を示すとこ

のようになる。

@ 

初業位(J!国解脱分) ー-+

ーーョ， 五根

項位 (J!頃決択分) ーー参 (五根)

忍位 ーー惨 五力

世第一法位 ー-!・ (五力)

見道(見位) ーー惨 七菩提分

修(道) ーー歩 八聖道

そして、 MAVBhでは、その修習フ。ロセスを以下のようにまとめることができる。修行者

はこれらの各支分を四念処から順に修習していくが、ここでは各支分と修習階梯を対応させっ

つ論じている。

まず、四諦へ悟入するために、四念処を修習するといい、次に、四念処の最後の項目である

法念処を修習することによって、修習における対治・所対治を理解し所対治を離れ、対治であ

る菩提分法を得ょうとする意欲(勤)が四種類生じ、それら四正勤を修習する。続いて、その

四正勤を得ると、心が安住し意のままにはたらく(塔能性karmaQyata) ようになり、三味が

得られる。このような、すべての利益を成就させるものが四神足である。続いて、この四神足

によって堪能性を得た者が、順解脱分に善根を植えることで、信・勤・念・定・慈の五根が修

される。さらに、信などの五根の修習を重ねて、より力を持ったものとなると、同じ信などの

五力を修習する。修行者は順解脱分において五根を修習した後に、 11民決択分へ趣入するが、こ
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の順決択分には五根と五力の両方がそれぞれ配当されている。すなわち、そのうちの媛と項の

段階では五根を、忍と世第一法の段階では五力を修習するとされている。

そして、五力を修習して見道に入った修行者は、そこで念党支を初めとする七菩提分を修習

する。最後に、七菩提分を修習して修道に入った修行者は、八聖道を修習し了悟するのである。

以下に対応関係を示す。

初業位 ()I頂解脱分) ー・参

ー→ 五線

項位 (Jl頂決択分) ー-l砂 五根

忍位 ー+ 五力

世第一法位 ーー参 五力

見道(見位) 一ー歩 七菩提分

修(道) ーー参 八聖道

以上、伝統的修道体系に組み込まれた三十七312提分法修習のプロセスにおいて、伝統的修道

階梯である三賢、四普・根、見道、修道との対応関係を、 AKBhと珠伽行派の文献に基づいて

比較検討した。その結果、注目すべき点は見道・修道と七菩提分・八型道との関係である。

AKBhにおける昆婆沙師説、すなわち有部における伝統的な説では、見道に八聖道、修道に

七菩提分を配当する。しかし、世親はこれらの関係を入れ替え、見道に七菩提分、修道に八聖

道を配当している。このAKBhにおける世親の解釈は、数の配列11闘に三十七菩提分法を理解
@ 

しており、古師 (purvacarya)すなわち聡伽削iの説を念頭に置いて、世親自ら AKBhに取り

込んだと考えるべきであろう。しかしながら、 AKBhと初期漁伽行派文献における初業位

~世第一法位の修道階梯と三十七菩提分法各々との配当関係の相違に関しては、さらなる検討

の余地がある。

2.2珠伽行派における三十七菩提分法の大乗的解釈

職伽行派において、伝統的修道論に基づく三十七菩提分法は、アビダルマにおいて体系化さ

れたものを受け継ぎ、同時に新たな解釈も打ち出しており、諸論書問で思想的変遷も見られる。

具体的な論書を挙げると、『球伽師地論』本地分「菩蔽地J (Bodhisaltvabhu1ni: BBh)及ぴ

~Bh をはじめとして、 r大乗阿昆達磨集論J (Abhidlωrmasamuccaya: AS)及び『大乗阿毘迷磨

雑集論J (Abhidhannasamuccayabha$ya: ASBh)、MAV第4章「対治修習品」、 r大乗荘厳経論』

(Mahaya1附
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ここでは、磯伽行派の文献に説かれる三十七菩提分法について、声聞などの二乗に対して菩

薩特有の修習を述べる箇所に焦点を当て、伝統的修行方法である菩提分法をどのように菩薩行

の中に組み込んで行ったのか、 BBh、MAV、MSAの記述をもとに検討したい。

2.2.1 rr菩薩地』における三十七菩提分法修営方法

まず、 BBh第17:1誌では、三十七苦:提分法の各支分を一つ一つ解説することなく、それを修

習することに関して、どのように理解されるかが説かれている。この BBhにおける三十七菩

提分法に関しては、堀内 [2009Jに詳細な検討が為されている。

@ 

また普薩は、どのように三十七菩提分法を勤修する (yogarpkaroti)のか。ここで菩薩は、

菩薩の四無磁解に依拠し、方便に摂受される知によって、三十七菩提分法を如実に知るの

であって、これらを現証するのではない。彼(菩薩)は、二種の乗の道理によっても、そ

れらを知実に知る。〔すなわち)[aJ声聞乗の道理と [bJ大乗の道理によってである。

そのうち、 [aJ声聞乗の道理によって如実に知るのである。すなわち『声聞地』におい
@ 

て、すべて示された通りに、そのように理解すべきである。

このように BBhにおいて、菩薩は声聞乗の道理に従った三十七菩提分法と、大乗の道理に

従った三十七菩提分法の両方を修留すると考えている。そして、声聞乗の道理に従った三十七

菩提分法の修習内容に関してはSBhの記述に従うとしている。そこでBBhは大乗の道理に従

った三十七菩提分法の如実知について、四念処の身念処を例に、 [b・1J勝義と [b・2J世俗の

二諦に分類して、以下のように論じている。

[b・1Jまた、菩隆はどのように大乗の道理によって、三十七菩提分法を如実に知るのか。

ここで菩薩は、身体における、身体に関する観察 (kayanudarsin)に住しつつ、身体を身

体存在 (kayabhava)として、決して分別しない。さらに、あらゆるあり方で、一切は非

存在であるとも〔分別〕しない。また、それ(身体)を身体の離言自性なる法性

(kayanirabhilaoyasvabhavadharmta)として如実に知る。これが彼(菩薩)にとっての勝

義としての、身体において、身体に関する観察が念処である。

[b-2J一方、世俗の道理では、菩薩にとっての無量なる知〔によって〕確定する道理に随

順し、身体における、身体に関する観察が念処である、と知られるべきである。身体にお

ける、身体に関する観察が念処であるのと同様に、残りの念処と残りの菩提分法が知られ
③ 

るべきである。
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一般的に、四念処とは、身・受・心・法を、浄・楽・我・常のそれぞれの対治である、不

i争・苦・無我・無常をもって観察することである。その場合の項目自体は、声聞などと菩薩は

共通である。しかし、ここで説かれるように、大乗の道理に従う三十七菩提分法修習の方法は、

「分別しないJ ことと、「離言自'性」として、すなわち言語表現されないものとして身体を観察

することである。これが、普践にとっての身念処の修習であるとされる。

なお、ここでの「大乗の道理」とは「世俗の道理」に対比されていることからわかるように

「勝義の道理」を意味している。そして、この勝義的道理で如実に知られるべき対象、すなわ

ち勝義的存在が「離言自性という法'性」と呼ばれている。これは BBhにおける勝義存存.につ

いての特徴的な表現である。以下に用例を挙げる。

実に、かの菩薩は深く入った法無我の智によって、一切法は離言!当性を持つもの (nir-

abhilapyasvabhavata)であると如実に理解し、いかなる法も、いかなる仕方で、も分別し

ない。実事のみ (vastumatra)(すなわち〕真如のみ(tathatamatra)を把握する他ない。

また、「これは実事のみである」、「これは真如のみである」と、このようにも彼は考えな

い。そして、目的に向かつて菩薩は行動し、段高の目的に向かつて行動している菩薩は、
@ 

一切法をその真如とまったく同等のものとして、如実に智惑によって見る。

2.2.2 Ir中辺分別論』における三十七菩提分法修習方法

MAVでは、第4章「対治修潤Jんにおいて、三十七帯提分j去の各支を解説し終わった後、

「女灯台修習の区別J (Pratipak~aprabheda) という tfi 日において、普提分j去の修習方法に関して

菩薩と二乗との区別を説いている。

しかし、諸菩薩には、

①所縁、②作意、③得られた〔結果〕という点で、彼ら〔声聞・独覚〕よりも勝れてい

るという性質があるo OV.12cd} 

①実に、声聞や独党たちにとっては、自己の相続としての身体などが所縁である。諸菩薩

にとっては、自己と他者の相続としての〔身体などが所縁である〕。②声聞や独覚たちは、

無常などの行相によって、身体などを作意する。しかし、諸菩薩は認識しない実践で

(anupalambhayogena) (身体などを作意する〕。③声聞や独党たちは、ただ身体などから

離繋するため、〔四〕念処などを修習するのである。

〔一方、〕諸菩薩は離繋するためではなく、離繋しないためでもない。ただ無住処i旦繋の
@ 

ために〔修習〕するのである。
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ここで、菩薩にとっての三十七菩提分法の修習は、①自己と他者の相続としての身体などを

所縁とし、②認識しない実践で (anupalambhayogena)身体などに作意し、③離繋・不離繋の

ためではなく、ただ無住処浬繋のために修習するとされている。ここで、②認識しない実践
@ 

(anupalambhayoga)で作意するという点に注目したい。 anupalambhayogaという語自体は

MAVの他の筒所には無いが、類似表現として、 na upalabdhiや anupalabdhiという語が、

MAV第 1章「相品」第 6-7備に見られる。そこでは、入無相方便相 (asallaks a n anu・

pravesopayalak号aI)arp)が説かれている。

今、その同じ虚妄分別における、無相に悟入するための方便の相を説明する。

認識することに基づいて認識しないことが生じ、認識しないことに基づいて認識しない

ことが生じる。(1.6)

11佳識を認識することに基づいて、対象を認識しないことが生じる。対象を認識しないこと

に基づいて、唯識さえも認識しないことが生じる。このようにして、所取・能取の無相に

悟入するのであ2。

@ 

瑞伽行派の修行体系において、根源的思惟とされる入無相方便相は、所取・能取の執着を断

じ、対象を「認識しないこと」に対して修習していくものである。この入無相方便相の認識の

あり方を、菩薩にとっての菩提分法修習方法における「認識しない実践Jに反映させていると

考えられる。

2.2.3 r大乗荘厳経論』における三十七菩提分法修習方法

MSAでは、三十七菩提分法各支について、菩薩特有の修習方法を詳述している。 MSAに

おいて三十七菩提分法が直接説示されているのは、第11章と第18章である。ここでMSAの四

念処を解説する記述を検討すると、第18章第42-44備には、

四念処を弁別して三備がある。

念処の修習が十四の行相をもって行われるが、智慧ある者のそれは無比であり、それゆ

えに他のいずれよりも勝れている。 (Xvm.42)

十四〔の行相〕をもってとは何か。

(1)依止するから、 (2)対治するから、同じくまた(3)悟入するから、 (4)ー (6)対象とすると、

思考すると、獲得することとがあるから、勝れている。 (Xvm.43)

(7)ー (8)順応すると、随従して行うとのこ者より、 (9)完全に知ると剛生まれるとにより最
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高であり、(日)量により、仰最勝なることにより、 ω-ω修習と証得とによって〔勝れて
@ 

いる〕のである。 (XVIII.44)

とあり、四念処が十四行杭!の観点から解説されている。それらを列挙すると、

(1)根拠・ (2)対治・ (3)'1'詩人・ (4)認識対象・ (5)作意・ (6)獲得・ (7)順応すること・ (8)随順すること・

(9)遍知すること・(10)生まれ・ (11)分長・(12)最勝なること・ (13)修習・(14)説得

@ 

となる。十四行相によって修習するものとしてまとめられた四念処の内容は、他の論者では見

られず、 MSA独自の解釈と考えられる。

さらに、第44偏に統く世親釈では、

どうしで陪入によってなのかといえば、〔以下のように答える〕。 四念処によって、順次

に苦〔諦〕・集〔諦〕・滅〔諦〕・道諦に悟入するからであり、自らと他者とを悟入させる
@ 

からである。『中辺分別論』に説かれるごとくである。

MSABhでは、自己のみならず自他ともに悟入するというのが、大乗が二乗と区別される点
@ 

である。ここで、引用される MAVの文言はASBhに見られる四念処の解説に近く、身体を

観察することによって、段重 (dau~thulya) であることを理解し、苦諦に悟入すること以下、

受・心・法によって、集諦・滅諦・道諦にそれぞれ悟入することが強調されている。さらに、

(4)認識対象-(6)獲得の観点は、先に挙げたMAVの菩薩の優位性を示す三つの観点に該当す

る。

このように、 MSAにおける菩磁特有の三十七菩提分法修習に関する記述は詳細lであるが、

これがMAVを承けていることは明白であり、同一趣旨のものを意図していると考えられる。

三十七菩提分法の修習において、菩薩と二乗に差異が設けられているが、これは菩提分法各

支の項目に差異があるのではなく、その修習方法に差異があることを意味している。すなわち、

菩薩特有の三十七菩提分法修習方法は、 BBhでは普縫分法各支を「分別しない」または「離

言自性」として修習することである。一方、 MAVでは、「認識しない実践」によって、入無

相方便の認識のあり方をもって、修習するということが意図されている。また、 MSAでは

MAVの記述を引用しつつ、さらに菩践にとっての四念処をMSA独自の十四行相をもって解
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釈することで、より菩薩の優位性を強調していると考えられる。

暗号
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ASBh AbJzidJzannasamuccayabJlIi$ya (Jinaputra)， ed. by Nathmal Tatia， AbhidJzanna-

samllccayab~af!1， Tibetian Sanskrit Works Series vo1.l7， Kashi Prasad Jayaswal 
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J ayaswal Reserch Institute， Patna， 1966. 
[W] Yogacarabhumau Bodhisatlvabhumi (Maitreya)， ed. by Unrai Wogihara， 

Bodhisatlvabhumi: A Statement 01 Who/e Course 01 tJze Bodhisatlva (Being Fijteenth 

Section 01 Yogacarabhumi)， Seigo Kenkyukai， 1936. repr. by山事房偽書林.

MA V Madhyanlavibh勾0・karika(Maitreya). See MA VBh [Na] 

MAVBh 

[N a] Madhyantavibhaga-bh向ya(Vasubandhu)， ed. by Gadj in N agao， Madhyantavibh々。.
b均 la，鈴木学術財団 1964.

[Ta] MadhYI伽 lavibhaga・bh向ya(Vasubandhu)， ed. by Nathmal Tatia & Anantalal Thakur 
Madhyãntavibhäga-b~a， K. P. Jayaswal Research Institute， Patna， 1967. 

MAVT 

[Bh/T] MadJ;りlantavibhaga-!ika(Sthiramati)， ed. by Vidhushekhara Bhattacharya & Giuse・

ppe Tucci， Madhyanlavめhag邸 utrabh旬。!ika01 Sthiramati: Being a Subcommentary 

on Vasubandhu云Bh向yaon tlze MadliりlantavibhagasfUra01 Maitreyanatlza Pt. 1， Luzac 

& Co. ， London. 1932. 

[Pa] Madhyantav似布。-!ika(Sthiramati)， ed. by Ramchandra Pandeya Madhyanta-

vibh勾'dastra:Countaining the Karika-s 01 腕前例'， Bh匂la01 Vasubandhu and '[ika 

by Sthiramati， Motilal Banarsidass， Delhi， 1971. 

[y] Madhyantavibhaga-{ika (Sthiramati)， ed. by Susumu Yamaguchi Madhyantavibh高ga{ika，
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註

① MA VT; Skt. [y (Appendice): 270， 21-24 Pa: 191， 17-19] * 

etad 

gastrarp madhyavibhagasya， (V.30a) 
yasmad eval11 asmin chastre sasvatocchedantavigata madhyama pratipat pradarsita 

tasmad etac chastral11 madhyavibhaga ity uktam， madhyasya vivaranarp prakasas cety 
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arthah/ madhyantavibhaJ;1:am apy etan， atra karartam aha， madhyasyantayos ca prakasanad 

iti / ato madhyantavibhaga ity ucyate / tatra madhyam hy advayadharmadhatuり/antas tu 

samaropo 'pavadas ca / ~dyapara varjitasya madhyasya v~ prakaSanad iti tathatam ity eke， 

anye tv ahuり， abhutaparikalpaりmadhyantavigataちityatra madhyantam iti sambandhaり/

こ11は、

実に、中を弁別する論であるo <V.30a) 

このように、この論では常と断の〔両〕辺を離れた中道が説示されているから、この論は「中の

弁}jlJJ と言われている。中の解明、また明示という意味である。〔また、〕これは中と辺とを弁別

する〔論〕でもある。ここで理由を述べて、中と二辺を明示するからであるという。それゆえ、

「中と辺との弁}jIjJ と言われる。そのうち、実に、中とは不二の法界である。一方、辺とは増益と

損減である。あるいは、始・終を離れた、中を〔明示するからである〕とは、「真知を〔明示す

る)Jとある者たちは〔言う〕。一方、他の者たちは、「中と辺を遠離した虚妄分別を〔明示する)J

と言う。ここでは、〔それが)r中と辺」であるという文脈である。

Cf.長尾 [1976:409 (n. 172) J 

車本稿で引用するMAVTは筆者が適宜Yを再校訂した部分があるが、その一々を注記することは

省略した。

②長尾口976:398Jは rr七つの意味Jが本論の内容であり、それらが7章を形成する。しかし、

底本は全5章としている」として、七義五品と七義七品の可能性を示している。

③ MA VBh; Chi. [真諦訳T31，460b3-5J 

中港分別論中此民主有四三品。一針治品。二修住品。三得果品。巳腐説究覚。

④ MAVT; Skt. [Y: 7， 10-15 Bh/T: 7， 20-25J Cf.山口 [1935:7J 

vipak与apralúì1'}ãげha1?1 仰向吟 ρmゆI~a.'~l， sa marlJ4ゆ/tadablt舛sobhavana /笠笠生主 tasyaiva
santanenotpa tti vise羽与/sa punar ekannavirpsatiprakara gotravasthadika / phalasya labhaJ:t 

phalapraptih / tat punaJ:t pancadasaprakararp vipakaPhaladi / yananuttaryam iti川知te'neneti 

舛仰'!1/ yanaJ?l ca tad alluttaり仰 cetiyananuttaryarp / tat punas trividharp pratipattyanu・

ttaryadi / 

⑤ この引用文献については山口 [1934Jでも未開定。

⑥ MAVT; Skt. [Y: 7， 24-8， 10 Bh/T: 8， 8-16 Pa: 8， 12-19] 

tatas tenalambhanena tad avara1}arrz yena prayogena k!?ayo bhavati sa pratipak!?abhavana 

jneya / tatas tasyarp pratipak号abhavanayarpvipak号ahanyapratipak!?avrddhya cavastha 

jneya gotravasthadika / tato lokottaradharnzãbhimukhïkara~a1!l pha!.白1i，sro師μnnaphaladini

vedi，胞の'iini/ sarvam峨y etat sottarac chrãvakãdibhi~l sãdlzãra~arrz bodhisattvanarp yatho-

ktarp sutre sa pravrajital) sravakasik!?acaragocarasamudacaram api sik$ate pratyekabuddha-

sik弱caragocarasamudacaramapi sik伊tebodhisattvasik弱caragocarasamudacaramapi sik$ 

。te/ bodhisattvanamか anuttaηlamasãdhãra~arrz sap抱mo'rtha anuttaηam/ 
⑦ MAVT;Skt. [Y: 8，14-15 Bh/T: 8， 8-16 Pa: 8，12-19] 
tatprahanopayapradarsanartharp tata争saparivara，ρratipa勾oma増。宇/

⑧ Cf.長尾 [1976: 424]、三穂野 [2003a:32] 

⑨ [avasthapiI)Qartha] (MAVBh; Skt. [Na: 58， 12-15 Ta: 36， 3-6]) 

⑬ 長尾 [1976:424]の表では第六地、三穂野 [2003a:32]の表では第六顕現地となっているが、

以下のMAVBh本文を見る限り、両者は誤りである。

MAVBh; Skt. [Na: 56， 15 Ta: 34，11] Cf.長尾 [1976:326] 
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niryaQavastha taduttarasu ;;atsu bhümi~u / 

(12) 出離位は、それを超えたより高い六つの地(第二地から第七地)においてある。

⑪ MAVBh; Skt. [Na: 56， 19 Ta: 34， 14 Ms: 20al-2J Cf.長尾 [1976:326-327J 

sarvapye手abahuvidhavasthabhisamasya veditavya / 

dharmadhatau tridha punal_t / 

asuddhasuddhasuddha ca visuddha ca ya(20a2)tharhatal_t / / IV. 15bcd 

117 

tatrasuddhavastha (1) hetvavastham upadaya yavat (3) prayogad asuddhasuddhavastha 

(5)saiksanam / visuddhavastha (6)asaiksanam / 

これら多種類のすべての分位はまた、要略すれば、

法界の中にあって三種煩であり、すなわち適宜に、不浄なると、不様にして消浄なると、清

浄なると、〔の三つ〕であるo (IV. 15bcd) 

と知るべきである。そのうち、不静なる分位とは、悶位を初めとして加行位に至るまでである。

不浄にして消浄なる分位とは、有学位である。消滞なる分位とは、無学位である。

⑫ MA VT; Skt. [Y: 191， 17-192， 6 Pa: 143， 22-144， 6 Ms: 60b2-5J 

sarvapye弱 bahuvidha'vastha 'bhisamasya veditavya 

dharmadhatau tridha puna与//IV.15b 

iti / katham ity ata aha， 

asuddhaSuddhasuddha (60b3) cα vi8uddha cαHαtharthα旬。/IV.15cd
iti / t，atrasuddhavastha (1) hetvavastham utadaya yavat (3) prayogad iti hetvavatara-

prayogadhimuktyavastha grhyante / asv avasthasu dharmadhator aprahiQaniravase号a-

malatvad asuddha 'vasthety ucyate / asuddhasu(60b4)ddhavastha (5)ぬik$a'Ja1ni，か atmca 

þhal，ωakara~l加vise$ottaraþmveSanir向。avyakaraQakathikabhi号ekavastha grhyante / etasv 

apy avasthasu dharmadhatoQ prahiQaprahiQaklesatam upadayasuddhasuddhavasthety 

ucyate / visuddhavastha (60b5) (6) ぬik$ä~'läm iか akaran加 vises anuttaraρr砂似nusamsa-

h向län~thänãvasthã visuddhavasthety ucyate， asaik柄。arpniravase号aklesaprahaQat/ 

全てのこれら多種の分位は、要略すれば、〔以下のように〕知られるべきである。

さらに、法界において三種であり、 (IV.15b)

と〔百う〕。それはなぜかというと、

〔すなわち、それぞれに〕ふさわしく、不消滞な〔分位〕と、不消浄かつ清浄な〔分位〕と、

清浄な〔分位〕とである。(lV.15cd)

と言う。そのうち、不消浄な分位とは、(1)閣の分位を初めとして、 (3)加行の〔分位〕までで

あるというのは、(1)困と (2)趣入と (3)加行と (10)信解の分位が合まれる。これらの分位

において、法界はまだ汚れが悉く断じられていないから、不清浄な分位と言われる。不清浄かっ

消浄な分位とは、 (5)諸々の有学の〔分位〕であるというのは、さらにこのうち、 (4)果、 (5)

為すべきことを有する、 (7)勝れた、 (8) より上の、(11)悟入における、(12) 出離における、

(13)授記における、(14)説者たることにおける、(15)濃頂における分位が合まれる。さらに、

それらの分位において、法界の煩悩がすでに断じられたものとまだ断じられていないものがある

ことに基づいて、不清浄にして清浄な分位と言われる。消浄な分位とは、 (6)諸々の無学の〔分

位〕であるというのは、 (6)為すべきことがなくなった、 (7)勝れた、 (9)無上なる、(16)獲得

することにおける、(17)功徳勝利における、(18)為すべきことの遂行・における分位が、清浄な

分位と言われる。諸々の無学は煩悩を完全に断滅しているからである。

⑬ MA VBh; Skt. [Na: 57， 6-58， 5 Ta: 35， 1-19 Ms: 20a3-20b5] 
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[3. Phalaprapti] 

phalapraptiりkatama/ 

(l)bhajanatvaJ1l vipakakhyaJ1l (2)balan tasyadhipatyata(20a4)単// IV. 16cd 

(3)rucir (4)v:rddhir (5)v話uddhisca phalam etad yatha】tramal!l/ IV.17ab 
(l)bhajanatvaJ1l ya}:l kusalanukulo vipäka~ / (2)balaJ1l ya bhajanatvadhipatyat kusalasyadhi-

matrata / (3)rucir ya purvabhyasat ku (20a5) salaruci}:l / (4)vrddhir ya pratyutpanne kusala. 

dharmabhyasat kusalamulaparipu!?ti}:l / (5)吋suddhiryad avaraI)aprahaI)arp / 

⑬ MAVBh; Skt. [Na: 57， 13 Ta: 35， 7] Cf.長尾 [1976:328-329] 

etad yathakramal!l phalal!l paftcavidhal!l veditavyam / (1) vipakapha (20a6) lam (2) adhipati. 

phalan (3) ni~yandaphalarp (4) puru手akaraphalarp(5) visarpyogaphala白ca/ 

⑬ H!1.m [1997]にも言及されているように、初期仏教の段階では七つの項目が列挙されるのみで
あり、菩提分(法)というタームそのものは見られない。 sattatil!lsabodhipakkhiyadhammaの

語が現れるのは、『ミリンダ王の聞いJ (Milindaμ克00)、[Trenckner:237J r清浄道論』
(Visuddhimagga) [PTS: 670， 679]等がある。 Cf.岸 [2013J

⑬ Cf.吉元 [1990a:15-16] 

(1)道相応 (magga-sarpyutta)、(2)党支相応 (bojjha白gaイ)、 (3)念処相応 (satipatthanaイ)、

(4)根相応(indriya4)、(5)正勤相応 (sammappadhanaイ)、 (6)力相応 {balaイ)、

(7)神足相応 (iddhipadaイ)、 (8)阿那律相応 {anuruddhaイ)、 (9)禅相応 (jhanaイ)、

(10)安般相応 (anapana-sO)、(日)預流相応 (sotapatti4)、(12)諦相応 (saccaイ)。

⑫ 『増ー阿合JT2， 551a5， r大般i皇鍵経JT1， 193a2， etc. 

⑬ r法謹足論』では、三十七菩提分法を各品に対応させて説いており、これを中心とした修行道の

特色を表している。 Cf.福原 [1965: 113-116] 

⑬ これに関しては、先行研究として問中 [1986J、西村 [1993J、吉元 [2000]等が挙げられる。

@ 岸 [2013: 48Jの解説では以下のようである。 Cf.石川 [1993:66-67] 

rr大昆婆沙論』の中では特に、四念処と七党支・八正道との関係として七党支を修道に、八正

道を見道に当てはめている。見道の後に修道へと入る阿羅漢の修行道としては順序が逆転して

いるように見受けられるが、従来の七党支を重視する説を r大昆婆沙論』では採用していると

いえる」

『婆沙論JChi. [玄奨訳T27，726b21-28] 

七党支者。一念党支。二揮法党支。三精進党支。四喜党支。五経安党支。六定党支。七捨党支。

揮法即懇。喜即喜根。捨調行捨。徐四如名即心所中各一偽性。己説自性常説所以。問何故此七名

党支耶。答質調究寛覚。開l謹無生智。成如寅究即無j崩怒。七潟彼分故名潟支。揮法亦究亦支。除

六是支非覚。此七虞縛如除虚説

r婆沙論JChi. [玄柴訳T27，497a25-27] 

評目。聴知此中前説民勝。以修道位隣近菩提。順党義勝故説党支。

@ AKBh; Skt. [Pradhan: 384， 12-21] Cf.健部・小谷 [1999:434-435] 

kasyam avasthayarp katame te bodhipak手ya与prabhavyante/ 

adikarmikanirvedhabhagiye号uprabhavital_t / 
bhavane darsane caiva sapta varga yathakramam / / VI. 70 

adikarmikavasthayarp kayadyupalak!?aI)artharp smrtyupasthanani / vise~ädhigamena virya-

saf!1badharpnädü!?magate~u samyakpradhanani / aparihaI)iyakusalamulapravesatvat 

mürdha~v rddhipadal;l / apunal;lpariha早itaadhipatyapraptatvat k号anti!?vindriyaI)i / klesana-
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vamardaniyatvad agradharme!?u balani laukikanyadharmanavamardaniyatvad va / 

bodhyasannatvat bhavanamarge bodhyangani / gamanaprabhavitvad darsanamarge marga-

ngani / tasyasugamitvat / saJTlkhyanupurvividhanarthaJTl tu purvasaptoktani pascad a~tau / 
tatra dharmapravicayasarpbodhya白gaJTl bodhir bodhyangarp ca samyagdr号tir margo 

margangaJTl ceti vaibha!?ikal). / 

⑫ アピダルマディーパ (AbhidJuznnadφα: ADV)第6章「賢型品」でも、これと同様の解説が

為されている。

ADV; Skt. [Jaini: 362J Cf.三友 [2007:692-693J 

tatra smrtyupasthanany adikarmikavasthaprabhavitani kayadisvabhavopalak切りat/ 

samyakprahaQany匂magate!?u/ tatra sarpsaranirvaI:layoradinavanusarpsadarsane balavad-

viryaSrayaりお問中saraparamuttarati / mUI・dhavasthayamrddhipadal). prabhavyante / te$u 

samadhibalalabhac / cittanigrahe sati parihaQyabhavan na kadacid gul)adhanadaridro 

bhavati / indriyaりik号anti号v apayatyantanivrttau tadadhipatyat / balany agradharme号u

klesan avamardaniyatvat / bodhyanganarp bhavanamarge pradhanyarp / vasidaQQopamaya 

margabhavanaya niravase!?aklesaprahaQat / navaprakarataya va malaprahaQe sati bodher 

asannibhavat / darsanamarge margangani / darsanaheyaklesaprahaQartham asu traidhatu-

katikramaQotpadat / anupurvivyatikramas tu desananukulyat / / 

そこで、〔まず〕身体などの自性を観察すること (upalak~aQa) から初業位である〔四〕念処が

強力となる。媛に到達すると〔四〕正勤が〔強力となる〕。ここで、輪廻する場合、苦悩

(adinava) (が見られ〕、力強く勤を所依とするので輪廻から彼岸に渡る〔ことができる〕。項位

においては、〔四〕神足が強力になる。なぜなら、これら(凹神足)において三昧が力を得るから

である。心を調伏すれば、退転することがないから、〔頂位においては〕いかなるときでも功徳と

財の貧窮者とはならない。芯〔位〕においては、〔五〕恨が〔強力となる〕。なぜなら、悪趣を完

全に滅するのでこれら(五椴)を増J:~こするからである。 i止第一法〔位〕においては、〔五〕力が

〔強力となる〕。なぜなら、煩悩を制圧するべきであるからである。〔七〕菩提分は修道において勝

れている。なぜなら、斧と杖に喰えられ、〔斧である見道と杖である修道という〕道の修習によっ

て残り無く煩・悩を断滅するからである。あるいは、〔修道の〕九品によって〔煩悩の〕拐を断滅す

るとき、菩提に近づくからである。見逃においては、〔八〕型道支が〔強力となる〕。なぜなら、

速やかに(おu)見所断の煩悩を断滅するために、三界を超えて生ずるからである。一方、〔数

の〕順序が入れ替わっているのは教説に随順するからである。

@r中阿含JT1， 758b1l. Cf.偲部・小谷 [1999: 441 (n. 3) J 

@ AKBh; Skt. [Pradhan: 384， 21-385， 9J Cf.機部・小谷 [1999:438-439J 

apare punar abhittvaiva kramaJTl bodhipak!?yaQam anupurvi varQayanti / adita eva tavad 

bahuvidhavi手ayavyasekavisariQinarp buddhinarp nigrahartha111 smrtyupasthanani cetasa 

upanibandhani bhavanti yavad eva gardhaSritanarp smarasarpkalpanarp prativinodanayeti 

sutre vacanat / tadbalena viryasaJTlvardhanac caturvidhakaryasal11padanaya samyakcittalp 

pradadhatiti samyakpradhanani / tatal). samadhivisodhanad rddhipadal). / samadhisarp-

nisrayeQa lokottaradharmadhipatibhutani sraddhadinindriyaQi / tany eva ca nirjitavipak$a-

samudacaraQi balani / darsanamarge bodhya t1 gani prathamato dharmatattvavalokat / 

ubhayor margat1gani / tatha hy uktam arya!?tat1ge khalu marge bhavanaparipurim gacchati / 

catvari smrtyupasthanani bhavanaparipuriJTl gacchanti yavat sapta bodhya白ganitI/ punas 

coktarp yathabhutavacanarocanam iti bhik手avascaturQam aryasatyanam etad adhivacanatp 
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yathagatena margeQa prakramaQam iti bhik~o arya現angasyamargasyaitad adhivacanam 

iti / tasmad ubhayor ãryã~tã白.go marga e~tavyal:t / siddho 'nukramaり/
@ Cf.岸 [2013:51 (n. 113)] 

@ 漢訳より補った。 Cf.声問地研究会 [2007:229 (n. 2)] 

@ SBh; Skt. [Shukla: 324， 5-325， 16 Ms: 91a2-6] Cf.戸間地研究会 [2007:226-229] 

sa e!?am indriyal)am ete~ã111 ca balanam asevananvayad bhavananvayad bahulikaranvayan 

nirvedhabhagiyani kusalamulany utpadayati mrdumadhyadhimatraQi / tadyatho号magatani

mürdhãn功 satyãnulom劫 k~ãntayo laukikagradharmal:t / 
tadyatha kaScid eva puru~o 'gninagnikaryarp kartukamo 'gninarthy adhararal)yam uttarara・

Qirp prati許hapyabhimathnannutsahate ghatate vyayacchate / tasyotsahato ghatato vyaya・

cchatas ca tatprathamato 'dhararal)yam ü~mã j為rate/ saiva cosmabhivaI・dhamanaurdhvam 

agacchati / bhuyasya matrayabhivardhamana nirarci!?am agni111 patayati， agnipatana-

samanantaram eva carcir jayate / yathãrci~otpannayã jataya sa111jatayagnikarya111 karoti / 

yathabhimanthanavyayama eva111 pancanam indriyal)am asevana dra!?taηra / yatha-

dhararaQya tatprathamata evo号magatatpbhavaty， evam 匂magatanidra許avyani/ purvarp-

gamani nimittabhutany agnisthaniyanam anasraval)a111 dharmal)a111 klesaparidahakanam 

utpattaye / yatha tasyaivo号maQaurdhvam agamanam evarp murdhano dra持avyaり/yatha 

dhumapradurbhava evarp satyanulom劫均antayodra斜avyal:t/ yathagneQ patanarp nirarci伊

evarp laukikagradharma dra科avyal:t/ yatha tadanantaram arci明 utpadaeva111 lokottara-
nasra va dharma dra科avyaち/ye laukikagradharmasarpgrhitanarp pancanam indriyal)arp 

samanantaram utpadyante / / 

また、この媛位を火で喰えるものは、 AKBhにも見られる。 Cf. AKBh; [343， 12]、捜部・小谷

[1999: 114] 

@ 戒趨・定鑑・慈趨のことをいい、この後に統<SBhの八聖道の解説の中で、八聖道の一々をこ

の三趨に分類する説明が為されている。

@) SBh; Skt. [Shukla: 326， 9-11] Cf.声岡地研究会 [2007:230-231] 

sa tasmin samaye tatprathamato bodhyangalabhac chaikl?o bhavati drl?tapadal) / / darsana-

prahatavyas casya klesal:t prahil)a bhavanti， bhavanaprahatavyas cãvasi~tãl) / sa te!?a111 

prahal)aya triskandham ary匂ta白garpmargarp bhavayati / 

@ SBhにおいて、初業位に三十七菩提分のいずれを配当させるかについて言及されないため「ー」

とした。次に示すMAVの対応表についても同様。

⑪ このことは岸 [2013:51， 3-4]において指摘されている。

@ これら初期唯識論番相互の比較検討については、篠田 [1966a，b]、嘱内 [2009]、岸 [2013]

等の研究がある。

@ ここで見られる loc.で置かれた対象に対する yoga111-ilqの用例は BBhの他の筒所において
4例見られる。

BBh; Skt. [W: 33， 11; 22-23]…prajnayarp yogarp karoti . 
BBh; Skt. [W: 139， 6]... srute yogarp karoti… 
BBh; Skt. [W: 276， 25-26] '" samãdhi~u yogarp karoti… 
またこれらに類似した表現として以下のような用例もある。

BBh; Skt. [W: 236， 17-19] samathavipasyanaya111 bodhipakl?yel?u dharmel?u yogakriya / tatha 

paramitasu sarpgrahavastu号uca samyagyogakriya / 
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@ BBh; 5kt. [W: 259， 7-15J Cf.陪 [2013:52J 
katham ca bodhisattval) saptatrirpsatsu bodhipak~;ye~u dharme~u yogarp karoti / iha bodhi-

sattvaりcatasrobodhisattvapratisarpvido nisrityopayaparigrhitena jnanena saptatrirpsad 

bodhipal匂yarpdharman yathabhutarp prajanati / na caitarp sãk~ãtkaroti / sa dvividhenapi 

yananayena tan yathabhutarp prajanati / sravakayananayena ca mahayananayena ca / tatra 

sravakayananayena yathabhutarp prajanati / tadyatha sravakabhumau sarvarp yatha nir-

di科arpveditavyam / 

@ BBh; 5kt. [W: 259， 15-260， 1J Cf.嚇内 [2009:131-132J 

katharp ca bodhisattvo mahayananayena saptatrirpsad bodhipak~yãr!1 dharman yathabhutarp 

prajanati / iha bodhisattvaり kaye kayanudarsi vihararp naiva kayarp kayabhavato 

vikalpayati / napi sarvel)a sarvam abhavataり/tarp ca kayanirabhilapyasvabhavadharmatarp 
yathabhutarp prajanati / iyam asya paramarthiki kaye kayanupasyana smfIyupasthanarp / 

sarpvrttinayena punar bodhisattvasyapramal)avyavasthananayajnananugatarp kaye kaya-

nupasyana smrtyupasthanarp veditavyarp / yatha kaye kayanupasyana smrtyupasthanarp 

evam avasi科anismrtyupasthanany avasi科aSca bodhipak~yã dharma veditavyaり/
@ BBh; 5kt. [W: 4，7J Cf.高橋 [2005:21J 

sa khalu bodhisattvas tena duranupravi!?tena dharmanairatmyajnanena nirabhilapyasva-

bhavatarp sarvadharmal)arp yathabhutarp viditva na karpcid dharmarp katharpcit vikalpayati / 

nanyatra vastumatrarp grhl)ati tathatamatram / / na casyaivarp bhavati vastumatrarp vaitat 

tathatamatrarp vety arthe tu sa bodhisattvas caraty arthe parame caran sarvadharmarps taya 

tathataya samasaman yathabhutarp praj白ayapasyati / / 

@ MAVBh; Skt. (Na: 55，12-19 Ta: 33，12-18 Ms: 19a5-19b1J Cf.長尾 [1976:310， 12-311， 8J 

bodhisatvanan tv 

alambanamanaskarapraptitas tadvi~i~tatã / / IV.12cd 

sravakapratyekabuddhanarp hi svasantanikal) kayadayal)， alambanam / bodhisattvanarp 

svaparasantanikal)， sravakapratyekabuddha anityadibhir akarail) kayadin manasikurvanti / 

bodhisattvas tv anupalambhayogena / sravakapratyekabuddh功 smrtyupasthanadini 

bhavayanti yavad eva kayadinarp visarpyogaya / bodhisatva na visarpyogaya / 

navisarpyogaya / yavad evaprati科hitanirval)aya/ 

⑮堀内 [2009Jでは、この anupalambhayogenaという語はMAVの他の筒所には見られないと

し、 r二万五千頒般若.JI(Paflcavimおtisahasn'katrajnatammita: PsP) に見 H~ されるとして用例

を挙げている。

PsP; 5kt. [Dutt: 146， 5] 

bodhisattvo mahasattval) prajnaparamitayarp sik!?ate anupalambhayogena / 

PsP; 5kt. [Dutt: 149， 4-5] 

bodhisattvo mahasattvaりprajnaparamitayancaran prajnaparamitarp sik号amal)al)sarvakara-
jnatayarp niryasyati anupalambhayogena / 

@ MAVBh; 5kt. [Na: 19， 22-20， 10 Ta: 3， 10-19 Ms: 2b4-6J Cf.長尾 [1976:225， 2-9J 

[d. Asallak号al)anupravesopayalak切りa]

idanirp tasminn evabhutaparikalpe 'sallak!?aDãnupravesopãyalak~aDarp paridipayati / 

upalabdhirp samasritya nopalabdhiりprajayate/ 

nopalabdhirp sam磁rityanopalabdhiりprajayate//1. 6 
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vijnaptimatropalabdhil!l nisrityarthanupalabdhir jayate / arthanupalabdhil!l nisritya 

vijnaptimatrasyapy anupalabdhir jayate / evam asallak!?al)arp grahyagrahakayoりpravisati/ 
@ Cf.早島 [1982:146-176] 

@ MSABh; Skt. [L: 140， 14-21] Cf.長尾 [2009:234-235] 

sm~tyupasthãnavibhãge trayaりslokaり/
caturdaSabhir ãkãrai~ sm:rtyupasthanabhavana / 
dhimatam asamatvat sa tadanyebhyo visi~yate / /XVIII. 42 

katamais caturdasabhih 

nisrayat pratipakl?ac ca avatarat tathaiva ca / 

alambanamanaskarapraptitaS ca visi号yate/ /XVIII. 43 

anukulyanuv:rttibhyal!l parijnotpattito 'para / 
matraya paramatvena bhavanasamudagamat / /XVIII. 44 

⑫ 岸 [2013:59-60]の十四行相の項目列挙における訳語を採用した。

@ MSABh; Skt. [L: 141， 25-141， 1] Cf.長尾 [2009:236] 

katham avataraり/caturbhiりsmp:yupasthanairyathakramarp duりkhasamudayanirodha-
margasatyavatarat svayarp pare!?arp cavataranat / yathoktarp Madhyantavibhage / 

@ ASBhでも同様に、四念処の修習による四諦への悟入が説かれる。

ASBh; Skt. [Ta: 86， 5-19] 

punar e弱rpyathal王ramarpcat時satyavataraりphalam/ kayasmrtyupasthanena d叫kha-
satyam avatarati， sal1lskaradlU)khatalak!?al)ena dau!?thulyena prabhavitatvat kayasya / tatha 

hi tatpratipak号abho.taprasrabdhil) kaya eva vi~el)otpadyata iti / vedanasmrtyupasthanena 

samudayasatyam avatarati， sukhadivedanadhi号thanatvat sarpyogaditr斜角r功/citta-

smrtyupas出anenanirodhasatyam avatarati， niratmaka叩 vijnanamatrarpna bhavi!?yatiti 

pasyata atmocchedasankamukhena nirval)ottrasabhavat / dharmasmrtyupasthanena marga-

satyam avatarati， vipak伊dharmaprahal)ayapratipak号adharmabhavanaditi / punar e号arp

kayavedanacittadharmavisarpyogal) phalal1l yathakramal1l veditavyam， tadbhavanaya 

kayadipak!?adau!?thulyapagamad iti / / 


